
雪山講習会（入門）

雪山への誘い
白い雪、誰も歩いていない雪原、吹雪、張りつめた空気、凍りつい
た樹木、木々についたエビのしっぽ、樹氷と青空、深雪など。雪
山は普段の生活とまったく違う世界となります。雪の山にもレベル
があり、時期と山により、準備する装備は変わります。あたりまえ
のことですが、足を置く場所はすべて雪（とければ水になる）で
あり、風が強ければ、体感温度が下がります。とけた雪は水とな
り、風に当たると水は瞬く間に凍ります。持ち物に不備があること
は危険にもつながりますので、しっかり準備を整えて雪山に挑戦
してください。雪山入門の山々から、何シーズンもかけて経験に
応じて少しずつ山のレベルをSTEPアップすることをお薦めしま
す。雪山講習会の講師陣が皆さまの雪山登山をサポートします。

雪山講習会

▲エビのシッポがついた鳥居。蔵王最高峰・熊野岳

▲西吾妻山から磐梯山を望む

▲蔵王の樹氷群

▲氷瀑群が見事な仙人沢アイスガーデン

▲蔵王のスノーモンスター

雪山参加条件について
雪山講習会では雪山のレベルに応じて、入門、STEP1からSTEP3までの4段階に分かれていて、各ランクの山に行くための参加条件を設定して
います。ご参加者の雪山経験、体力、技術にあったツアーを選べます。

STEP1
雪山初級の方や、雪山入
門からのステップアップの
方が対象です。日頃から
登山を行い、夏山縦走経
験があること、相当の体
力があることが必要です。

STEP2
ピッケル・アイゼンを使った雪山登山
経験が複数シーズンまたは昨シーズン
を通してあり、基本的な雪山技術と十
分な体力（標準的なコースタイム位の
スピードで1日8時間以上歩ける歩行
力）、装備を備えている方が対象です。

STEP1～3の必要装備：□雪山基本装備　□冬用登山靴　□10本爪以上のアイゼン　□ピッケル・ストック
□冬用アウター上下　□冬用グローブ一式　□コースによっては登山用スノーシューまたはワカン
□コースによってはヘルメット・ハーネス（STEP3は必携）

入  門  ※雪山が初めての方向け

日頃から登山を行っていること、または同等の
体力やスポーツ経験があること。
入門の必要装備：□登山靴（冬用登山靴、
または剛性が高い3シーズン対応登山靴。
布製ハイキングシューズは不可）
□6本爪軽アイゼンまたは10本爪以上のアイゼン
□ダブルストック
□コースによってはスノーシューまたはワカン
□冬用アウター上下（透湿性素材のレインウェア可）
□冬用グローブ一式など

STEP3
過去2年以内に当社の企画する
「雪山講習会STEP2」の宿泊登
山に1回以上の参加経験があり、
積雪期岩稜講習会や富士山雪上
講習会などの講習会に1回以上
参加することが必要です。

JR山形駅 改札口前 9：10
出 発 日

集合/時間
● 最少催行人数：9人
● 食事：朝2回、夕2回（昼食は行動食をご持参ください）
● 歩行時間：①約3時間　②約3時間30分　③約4時間

参 加 費  108,000円
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歩行ペース：00
参加者6人に1ガイド

雪の百名山2座、蔵王山と西吾妻山へ。1日目は蔵王山麓の樹氷原を登って、神秘的な
氷瀑群が見られる仙人沢のスノーハイクへ。2日目は雪の百名山、蔵王連峰最高峰の熊
野岳に登頂し、地蔵岳の樹氷群を縫って樹氷高原駅に下ります。3日目は吾妻連峰最
高峰の西吾妻山へ。天元台高原からリフトを乗り継ぎ、一気に2000メートル級の山上
に登ると、一面の銀世界が広がります。天気が良ければ目の前に朝日連峰、遠く鳥海山、
月山、飯豊連峰の大展望が広がります。

1日目  山形駅に集合。2で蔵王ライザワールドへ。8でゲレン
デトップ（1446m）に上がりスノーシューハイクへ出発。0神秘
的な氷瀑群が見られる仙人沢アイスガーデンへ。その後、樹氷
原を歩いて蔵王ライザワールド（1060m）に下ります。2で蔵王
温泉へ。	 （−・−・夕） 蔵王温泉（吉田屋旅館泊）
2日目  7地蔵山頂駅（1661m）に上がります。0樹林限界上の
雪斜面を登り、蔵王連峰最高峰の熊野岳（1841m）に登頂しま
す。0地蔵岳に戻り、樹氷モンスターの森を縫って、蔵王ロープ
ウェイ・樹氷高原駅（1340m）に下ります。7山麓駅に下り2で
天元台ロープウェイ湯元駅へ。7天元台高原（1300m）に上が
ります。	 （朝・−・夕）  天元台高原（アルブ天元台泊）
3日目  8リフトを乗り継ぎ北望台（1820m）へ。0スノーシュー
で西吾妻山（2035m）に登頂します。0北望台に戻り8で天元
台高原に下ります。7で湯元駅に下り2で米沢駅へ。（17：00解
散予定）	 （朝・−・夕） 

2/27F

蔵王連峰・熊野岳と西吾妻山＆仙人沢アイスガーデン 3日間
樹氷スノーハイクと雪の百名山2座

必要装備：スノーシューまたはワカン、6本爪軽アイゼン、ダブルス
トック、登山靴（剛性が高い3シーズン登山靴または冬山用登山靴）
※�スノーシューレンタルご希望の方は事前にお申し込み下さい
（料金3,500円）
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お申込みは
こちら

https://hplink.we-can.co.jp/hplink/PR_FRAME?HV_USER_CODE=ALPINE&HV_TOUR_CD=KTSWK3&HV_PTN_NO=B&HV_PTN_EDA=018&HV_S_DEP_FROM=160401&HV_S_DEP_TO=261231&HV_OPENER_URL=http://www.alpine-tour.com/



